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 According to the modified method of  Brdieka and Muller, Polarographic serum reac-

tions were carried out on 109 patients with urogenital diseases, which were divided  into. 

the following six groups : Group  A—malignant tumors, Group B—benign tumors, Group 

C—tuberculous diseases,  Grcup  D—urolithiasis, Group  E—inflammation and other 

pathological condition in urogenital organs, Control Group—normal individuals. The 

protein waves were determined and their clinical usefulness for diagnosis of cancer 
was examined. 

Method 

 A.: Direct Test (Total protein Reaction) 

 i) The First Method 

   To 0.05 cc. native serum was added 10 cc. ammoniacal cobaltous solution  (A, solution) 

and the mixture was polarographed. 
 ii) The Second Method 

   To 0.3 cc. serum were added 0.3 cc. distilled water and 0.15 cc. of IM.KOH, the 

mixture shaken, and after standing for 20 minutes at room temperature, to 0.1 cc. of 

the mixture 20 cc. of  A solution was added and polarographed. 

 B Filtrate Test (Filtrate Reaction) 

 iii) Third Method 

   To 0.5 cc. serum were added 1.0 cc. distilled water, and 1.0 cc. of  20Yo sulfosalicylic 

acid solution  (S.S.A.), the mixture thoroughly shaken and left standing at room tempera-

ture. Exactly after 10 minutes the mixture was filtered through a 5.5 cm. NO.5 Toyo
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 filter-paper. To 0.5 cc. of the filtrate was added 5.0cc. ammoniacal cobaltous solution 

 (B solution) and polarographed. 

 iv) The Fourth Method 

   To 0.5 cc. serum 1.0 cc. distilled water and 0.1 cc. of 1M. KOH were added, the 

mixture shaken and allowed to stand for 30 minutes at room temperature. Then 1.0 cc. 

of 20% S.S.A. solution was added, the contents of the tube shaken, and after standing 

exactly 10 minutes was filtered. To 0.5cc. of the filtrate was added 5.0 cc. B solution 

and polarographed. 

 v) The Fifth Method 

   This is a way according to Sato's method. To 0.1 cc. serum was added 5.0 cc. of 

60% methanol solution, the mixture shaken in a tube with tightly fitting stopper, left 

standing at room temperature for 30 minutes and then filtered. To 0.3 cc. of the filtrate 

was added 4.7 cc. of B solution and polarographed. 

 ammoniacal cobaltous solution 

                           A solution B solution 

 8  x  10-3  M  •  COC12  •  6H20 5 cc. 5 cc. 

 1M  •  NH4C1 5 cc. 5 cc. 

    1M  •  NH4oH 5 cc. 30 cc. 

     distilled water 35 cc. 10 cc. 

Conclusion 

   1. From the experimental data of the first and the second waves (W1, W2) and their 

middle values (W1±W2) in the first method, it was shown that positive readings were a 
            2 few in any of the malignant tumors, benign tumors, and non-tumorous diseases. Conse-

quently, the diagnostic usefulness of this method for carcinoma seems to be very little 
and there is almost no significant difference among these groups. 

   Both of the values of wave height rate  (W2/W1 and  W1/W2) in each group were 
distributed within a normal range and no significant difference was found. Finally, it 

seems difficult to find any clinical significance by means of the first method alone. 

   2. In the second mothod, the highest positive percentages were seen in the second 

wave (W2), next was in the middle value (W1 ±W2)'and the lowest was in the first wave                  \2 
(W1). Clinical application of the second method seems to be more useful than the first 

method, although this reaction is not specific for carcinoma. Malignant tumors showed 

83% of positive result, and nearly the same percentage was seen in urolithiasis and 

pyonephrosis, but other urogenital diseases generally showed lower positive percentages 
than malignant tumors. Percentages of positive rasults, however, were somewhat diffe-

rent among the urogenital organs even in cancer. 

   In wave height rate only one case of essential renal hamaturia showed a value of 

1.1 in  W2/W1 which was remarkably lower than that of the control group and 1.0  in 

 W1/W2 which was higher. The values in all the other diseases were distributed within 

the normal range and neither significant difference between those diseases and control 

group nor clinical significance of this test was recognized. 

   Both of the values of the changed ratio of the first wave and the second wave 
        W2  (W1 by the first method, W2 by the first method)were distributed within the normal 

range, and neither significant difference between the diseases and the control group nor 

diagnostic significance of this test was recognized.
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1緒 言

亜 実験方法
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V結 論

1緒 言

著 者 は 第1篇1)に お い て ポ ー ラ ロ グ ラ フ血 清

反 応 の 発 展,蛋 白 二 重 波 の発 生 機 序 に つ い て概

説 を 試 み,第1波 ・第2波 の意 義,第1反 応

第2反 応 の 臨床 的 意 義 に つ い て 文献 的 考 察 を 行

な つ た.ま た 同 時 に本 血 清反 応 を癌 鑑 別 診 断 法

と して臨 床 的 に応 用 す る 際,こ の 反 応 に つ い て

現 在 解 明 され て い る具 体 的 な 臨 床 的 評価 とそ の

限 界 を十 分 に理 解 す る こ との 重 要 性 を 強 調 し,

今 日承 認 され て い る 一 般 的 結 論 に つ い て述 べ

た.

各 科 領 域 の悪 性 腫 瘍,良 性 腫 瘍,結 核 性 疾

愚,炎 症性 疾 患及 び そ の他 各種 器官 の種 々 の病

的状 態 に つ い て,Brdiとkaの 所 謂``Polaro-

graphicCancerReaction"を 応 用 した 臨 床

成 績 に 関 す る研 究 報 告 は,既 に 霧 しい 数 に 達 し

て い る.泌 尿器 科 領 域 に お い て も系 統 的 に で は

な い が,2・3の 疾 患(そ の 多 くは 個 々 の臓 器

の腫 瘍 性 疾 患 で あ る)の 少 数 例 の ポ ー ラ ログ ラ

フ血 清蛋 白波 の成 績 に つ い て も既 に 報 告 され て

い る.例 え ばTropp2)(1938)は 膀 胱 癌 膀 胱

結核,Brdi6ka3)(1939)は 前 立 腺 癌 ・睾 丸 肉

腫,Waldschmidt-Leitz・Mayer4)(1939)は

腎 癌 一前 立 腺 癌 ・精 嚢 腺 癌 ・尿 道 癌 ・腎 結 石 一

膀 胱 結石 ・腎 孟 炎 一前 立 腺膿 瘍,Albers5)(19

40)は 膀 胱 癌 ・腎 孟 一 膀 胱 炎,Chytrek6)(19

40)は 前 立 腺 癌,Schmidt7・8)(1940)はGra一

witz'sTumor・ 腎 結 石 ・前 立 腺 肥大 症 ・膀胱

炎 腎 周 囲 膿 瘍,Seminomの 転 移,Meyer.

Heck9}(1941)は 腎 孟 一 腎炎 ・陰 茎 癌 ・膀胱 癌

膀胱 乳 頭 腫(悪 性),Forssberg・Nordlan-

derlo)(1950)はUrogenitalTumor,MUIler-

・Davis11)(1950)は 睾 丸 腫 瘍 の転 移 ,Boyla-

nd・Butler・Conway12》(1951)は 前 立 腺癌,

Butleri3)(1951)は 前 立 腺 一 腎 一 膀胱 の悪性 腫

瘍 一水 腎 症 ・前 立 腺 肥 大 症 を記 載 し,本 邦 では

笹 井 等14)(1952)がGrawitz'sTumor,滝 本

・和 田15)佐 藤16'17)・ 柴 田等18'19)(1953～54)

はGrawitz'sTumor・ 前 立 腺 癌Seminom

一膀胱 癌 腎 結 核 ,斉 藤20》(1959)はGra-

witz,sTumor・ 前 立 腺癌 等 に つ い て数 例 を報

告 して い る.ま たRobinson・Warren21・22)(19

48)は 前 立 腺 癌 のOstrogen療 法 の 効 果判定

に濾 液 法 を 応 用 し,治 療 効 果 が み られ る時 は蛋

白 波 の 波 高 に 減 少 が み られ る と報 告 してい る.

本 邦 で は 最 近,片 村23・2`)(京 大)が 泌 尿生殖

器 疾 患 の血 漿 蛋 白質 のポ ー ラ ログ ラ フ的 研究 を

報 告 して い るが,泌 尿 生 殖 器 系 の各種 疾 患時 の

系 統 的 な ポ ー ラ ログ ラフ的 研 究 の報告 には殆 ど

接 しな い の で あ る.そ れ故 著 者 は1956年 以来

1959年 まで 泌 尿 器科 領 域 の疾 患 時 のポ ー ラ ・グ

ラ フ血 清反 応 の 動 態 を 系 統 的 に 追試 し,こ れ が

悪 性 腫 瘍,良 性 腫 瘍,非 腫 瘍 性疾 患等 にお いて

夫 々如 何 な る態 度 を 示 し,癌 鑑 別 診断 上 如何 な

る確 実 性 を もつ か を 明か にす る 目的 で本 研究 を

実 施 した.

第2篇 で は 泌 尿 生 殖 器 系 疾 患 のポ ー ラログ ラ

フ血 清 蛋 白 波 を 数 種 の方 法 で 測定 した成 績 を比

較 検 討 す る と 同 時 にProtein-lndexを 算 出

し,ま た 少 数 例 で は あ る が癌 組 織抽 出液 のポ ー

ラ ログ ラ フ蛋 白 波 を 測 定 した ので,こ れ らの知

見 を も併 せ て報 告 す る.

皿 実 験 方 法

本 実 験 で 実 施 す る血 清反 応 の術 式 は 各 研究 者 に より

異 な り,変 法 が 多 く統 一 され て い ない.ま た 塩化 コバ

ル トの塩 化 ア ンモ ニ ウ ム ・ア ソモ ニ ァ緩 衝液 中 におげ

る濃 度 及 び 組 成 比 さ らに 血 清 との 混 合 割 合 も 種 々で

あ る.従 つ て著 者 はBrdiEka3・2s・26・27)(1937・39),

Waldschmidt一 工eitz・Mayerの(1939),MUller・Da一
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第1表3実 験対象

疾 患 名
術 前

症 例 劃 ・ ♀
lI

ll
LI 術 後

ii症 例 数1 6 ♀

劇 正 常 人 15 8 ・U

A

群

B

群

C

腎腫瘍

(Grawitz腫 瘍)

(Wilms腫 瘍)

膀胱癌

前立腺癌

尿管癌

転移性睾丸 肉腫

胃癌

皮盧癌

後腹膜腫瘍(癌)

子宮癌

前立腺肥大症

尿路乳頭腫症

群

D

群

E

腎 ・膀胱結核

(偏側腎結核)

(偏側腎結核)+(膀 胱結核)

(両側腎結核)+(膀 胱結核)

(腎 ・膀胱 ・前立腺 ・副畢丸結核)

(膀胱 ・前立腺結核)

両側副畢丸結核

前立腺結核

腎結石症

(偏側腎結石症)

(両側腎結石症)

尿管結石症(偏 側)

膀胱結石症

腎膿腫

水腎症

特発性腎出血

腎外傷(破 裂)

膀胱魔欄。糖尿病

外傷性膀胱破裂(尿 道痩)

前立腺炎

6

(5)

(1)

10

5

1

1

3

2

1

1

11

3

10

(2)

(5)

(1)

(1)

(1)

1

1

5

(5)

8

5

1

1

3

1

11

3

5

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

1

1

1

(1)

2

2

1

5

(1)

(4)

10

(9)

(1)

5

1

5

2

1

1

1

1

1

・}

(5)

(1)

4

1

2

1

1

1

1

4

(4)

1

3

1

1

1

3

(3)

3

3

1

2

1

3

3

3

1

2

1

(1)

3

3

1

1

2

(2)

3

3

1

1

2

2
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群

そ

の

他

皮膚疾患

(サルパ ルサ ン皮膚炎)

(夏期痒疹)

(エ リテ マ トー デス)

(多形滲出性紅斑)

(皮膚結核)

(中毒疹)

(天疸瘡)

(ウ エ ーバ ー 。ク リス チ ャ ン氏病)

精索炎・単純性副睾丸炎

尿道狭窄症 ・前立腺癌 の疑 い

急性肝炎(血 清)

10

(3)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

合 計 109

5i5

(3)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

1
(1)1 1

1

1

1

t
1

1

1

75 ・・H28 22 6

(癌)組 織抽 出液

(前立腺肥大症)

(腎腫瘍 く癌 〉)

(胃癌)

(転移性睾丸肉腫)

(膀胱癌 く癌 組織 〉)

(膀胱癌 く浸潤部 〉)

6

(i)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

A群=悪 性腫瘍(性 疾患)群

B群:良 性腫瘍(性 疾患)群

C群:結 核(性 疾患)群

vis2s・29}(1945・47),Forssberg・Nordlanderio}(1

950),Butleri3)(1951)等 の方法,ま たそれ らの変 法

であ る笹井等3。・31},柴田32)・佐藤 等17・33)の方法を検討

して下記の如 く実施 した.

])実 験対象及び試料(第1表)

対象 と しては本学附属病院に入院 した泌尿生殖器 系

疾患患者の血清を 中心 と し,対 照 としては正常人血清

(当教室員 ・看護婦 ・来訪者を選 んだ.各 位 の御協力

に対 し感謝 の意を呈す)を 使用 した.ま た一部比較の

ため外科(胃 癌),産 婦人科(子 宮癌),皮 膚疾患患

者の血 清をも使用 した.す なわ ち第1表 に示す如 く,

正 常人を含む各種疾患の術 前109例,術 後28例 の血 清

について実施 した.

癌 組織抽出液 のポーラログラフ蛋 白波 は手術時別除

した癌組織6例 の ものに ついて 実施 した.表 中A群

(悪性腫瘍群)の 症例は凡 て組織学的 あるいは剖検 に

ょつて診断 した ものであ る.

D群=結 石(性 疾患)群

E群=炎 症及 びその他疾患群

採血 は朝食前空腹時に 正中 静 脈 よ り15ccを 採取

し,遠 心沈澱 によ り分離 した血清を二分 し,一 つは本

実 験に,他 の一つは 血 清理化学 的 検査(別 稿にゆず

る)に 使用 した.

2)実 験 装置及び実験条件

実験装置:島 津製ペ ン記録式Polarograph(RP-

2型)を 使用 した.

ポー ラログラム記録条件:直 接法においては第1法

・第 皿法 ともDamping(制 動)は3,検 流計感度は

1/100と し,水 銀滴下 速度 は5sec/dropと した.濾

液法においては第 厨法 ・第四法 ともDarnpingは3,

検流計感 度は1/50,水 銀滴下速度は5sec/dropと

した.但 し第V法 は直接法 と全 く同条件で測定 した.

ポーラ ログラムは凡 て飽和甘禾電極(vs.S.C.E・)を

対 極 として,-1.OVよ り一2.OVま で記録 した・

温度条件:温 度 のポ ーラログラフ蛋 自波に及ぼす影

響はかな り大 きいので,一 定範囲の比較的低温下で測
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定することが必票 であ る・ よつ て著者は毎年10月 よ り

翌年の5月 までの季節 の室温(18～20℃)に おい て実

験を行ない,春 か ら夏 ・秋にかけてめ高温季箏 は避け

た.

3)試 薬

第1篇 にも述ぺた如 く,ポ ーラログラフ蛋 白波の発

生には2価,3価 の塩化 コバル ト溶液のいずれ を使用

しても,臨 床的には有意 の差が認め られ塗い といわれ

ているが,t欧米の研究者の多 くは直接法には2価 の コ

ノくル ト塩を,濾 液法には3価 の コバル ト塩の溶 液を使

用 している.著 者は直接法,濾 液法 ともに2価 の塩化

コバル ト溶液を使用 した.塩 化 コバル トの塩化 ア ンモ

昌ウム・アンモニァ緩衝 液 としては予め次の基礎溶液

を作つておき,実 験に臨んで下記の組成比に調 製 し,

その都度新鮮な 溶液を使用 した.直 接法には第1液

を,濾 液法には第2液 を夫々使用 した.

①8×10-sM・CoC126H20溶 液

②1M・NH,Cl溶 液

③1M・NH40H溶 液

④蒸 溜水

第1液

1容

1〃

1〃

7〃

887

第2液

1容

1〃

6〃

2〃

ccに 直 接 第1液10ccを 加 え ポ ー ラ ログ ラフ を記 録

した.

血 清0,05cc

第1液 10.cc

↓ ポ ー ラ ロ

(ii)第H法(苛 性 加 重 変 性 法)

Brdi6kaの 原 法26}(1937)に 従 つ て,血 清O.3cc

に 等量 の蒸 溜 水 を 加 え,こ れ に1M・KOH液0,15cc

を 添 加 振 湯 混 和,室 温 に 静 置 し正確 に20分 後 そ の0.1

ccを と り,第1液20ccを 加 え ポ ー ラ ロ グ ラムを 記

録 した.

血 清

蒸 溜 ・水

1M・KOH

0.3cc

O.3cc

O.15cc

⑥1M・KOH溶 液(変 性 剤 と して)

⑥20%・SulfosalicylicAcid溶 液(除 蛋 白剤 と し

て)(S.S.A.と 略)

⑦60%・Methanol溶 液

コバル トを含む緩衝液の調製に際 しては② 液に①液

を加え,最 後に③液を加える(こ の順序を誤まる と水

酸化 コバル トの 青色 沈澱 を 生 じ実験に供 し得な くな

る)ま たアンモニァの揮発性 に留意 し,実 験の都 度

更新する必要がある.

4)実 験方法

直接法(第1反 応)と 濾液法(第2反 応)と に大別

した.直 接法には第1法(生 血清法)及 び第ll法(苛

性加里変性法)の2反 応 を,濾 液法には第 匪法(ズ ル

ホサルチル酸除蛋白法),第rrl法(苛 性加里変性.。ズ

ルホサルチル酸除蛋白法)友 び第V法(60%メ タノ訟

ル法)の3つ の処理法を実施 した.濾 液法におけ る血

清試料の濾過には凡て東洋濾 紙No.5(径5.5cm)

のものを 使南 した.(著 者 の 実験 方法に ついては既

に教室の道中34}の論文に も そ の一部が報 告 されてい

る)

20分 間室温 に静置

↓
0.1cc

第1液20.cc

A)直 接法(第1反 応)

(i)第1法(生 血清法)

変性 ・除蛋 白等の操作を 行 なわ ない 生 の血 清0.05

↓ ポ ー ラ ロ

B)濾 液 法(第2反 応)

(iii)第 璽法(ズ ル ホ サ ル チ ル酸 除蛋 白法)

血 清O.5ccに 蒸溜 水1.Occと20%S,S.A.液1.O

ccを 加 え,充 分 振 邊 混和 して室 温 に静置 し,正 確 に

10分 後 濾 紙 に て濾 過,濾 液O.5ccを と り第2液5.Occ

を 加 え てポ ー ラ ロ グ ラム を記 録 した.

血 清

蒸 溜 水

20%S.S.A,

0.5cc

1.Occ

1.Occ

10分 商窒温 た静置後;一濾過

↓O.5cc

第2液5.Occ

↓ ポ ー ラ ロ

(iv)第1V法(苛 性 加 里 変 性 ・ズ ル ポ夢 ル チ ル酸 除 蛋

法)

MUIlerのFiltrateTest29,(1947)に 従 つ て,血

清0.5cCに 蒸 溜 水LOccと1M・KOH液0.1ccを 加

え,振 盈 混 和 して30分 間室 温 に 静 置 後,20%S.S.A.

1.Occを 加 え振 盈 混和 し,正 確 に10分 後濾 紙 に て濾

過,濾 液0.5ccと 第2液5.Occを 加 え て ポ ー ラ ロ グ

ラ ムを記 録 した.(Mif11erの 原 法 は3価 の コパ ル ト

を 使 用 一し そ の組 成 比 も著 者 の とは 異 な る)

血 清

蒸 溜 水

1M・KOH

0.5cc

1.Occ

O.1cc
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30分 間 室 温 に静 置

↓

20%S.S.A.1.Occ

10分 後濾紙 にて濾過

↓0.5cc

第2液5.Occ

↓ ポ ー ラ ロ

(v)第V法(60%メ タ ノー ル法)

Forssberg・Nordlanderio}(1950)は メ タ ノー ル

を 加 え,25℃ ・30分 静置 後,9000RPMに て遠 沈 し,

そ の上 清液 を3価 の コバ ル トを含 む 緩 衝 液 と混 合 して

測 定 して い る,著 者 はKnUchel(1951)の メ タ ノー

ル 分 劃 法 を応 用 した 佐 藤33》(1953)の 方法 を用 いた.

す なわ ち血 清0.1ccと60%メ タノ ール 液5.Occを 共

栓 付 試 料調 製 瓶 に と り振 盈 混 和 し,密 栓 して 室 温 に静

置 し,30分 後 濾 紙 に て濾 過 し,濾 液0.3ccと 第2液

4.7ccを 加 え てポ ー ラ ロ グ ラム を記 録 した.

血 清

60%メ タ ノール

0.1cc

5.Occ

30分 間室温に静置後,濾 過

↓0.3cc

第2液4.7cc

↓ ポ ー ラ ロ

C)Protein-lndex(P.L)

Mi'11er29)はDigestTest及 びFiltrateTestで

測 定 した 第2波 の 波 高値 につ い て,次 の 計 算式 に よ り

指 数 を 算 出 してい る.

・・・…n・1・d・・一髭 甥 ・A

著 者 はDigestTestに は 第ll法 を,FiltrateTesl

に は 第IV法 で 測 定 した 値 を 適 応 した.式 中Aは 一定

常 数 を 表 わ し,M髄11erに 従 い著 者 も15を 使用 した.

D)癌 組 織 抽 出液 の作 り方

組 織抽 出 液 の調 製 は 下 記 の 如 く,シ ェ ブチェ ンコ

法38・39)ec従つ た.

(1)手 術 に よ り別 除 した 癌 組 織 の5gmを 細 か く切

り,滅 菌 砂 を 加 え 乳鉢 に て磨 滅 し,

(2)生 理 的 食 塩 水10ccを 加 え,更 に5分 間 泥状 と

な る まで 磨 滅す る.

(3)こ れ を 遠 沈 管 に移 し,10分 間3000RPMに て

遠 沈 し,東 洋濾 紙No.6(径9cm)に て濾 過 し,そ の

濾 液 につ い て血 清 の場 合 と同様 に上 記5種 の方 法 でポ

ー ラ ロ グ ラ ムを記 録 した .

これ らの 操作 は凡 て無 菌 的 に 処 理 した.

5)波 高測 定 法 及 び判 定 基 準

波 高 測 定 の基(準)線 の採 り方 及 び測 定値 の判 定基

準 につ い て は,現 在 統 一 され た方 法 が あ るわ け ではな

く,各 研 究 者 に よ り異 な る.従 つ て第1篇 に も述 べた

如 く,こ の こ とが 実 験 成 績 の 絶対 的 な比 較を 困難 に し

て い る一 つ の理 由で あ る.

波 高 測 定 法 と して 著 者 は従 来 よ り一 般 的 に採 用 され

てい る 中点 法 を と らず,BrdiEka3・2s・3b,,Wenig・Jir-

ovecs6),Waldschrnidt・Leitz37,,Chytrek6,,Sch-

rnidts),Mliller・DaviS2s・29,等 の論 文 に図示 され てい

る方 法 に準 拠 して,第1図 に示 す 如 く,波 高測 定 の基

第1図

直 接 法

須 皿 法

濾 液 法

第1活 第 皿 法 第1▽ 法 第 ▽法

癌 患看血満

7'ヱ
737ノ

27
30

40

50

w,w2

缶

四%

望39

四 賜

♂
tdamp .3↑damp.3

・t・oV1/tOO-1.oVt/100
dan,ρ.3

t-tovi/50

dω ημ3dan]P.3↑

↑.LOV%グ 毘oVγ/fOO
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(準)線 をコパル ト波終 了後,蛋 白第1波 の起始部に

とり,第1波 及 び第2波 の夫 々の極大の頂点 までの高

さを測定 し,第1波 の波高値をWlmm,第2波 の波

高値をW2mmと してmm単 位 で測定 した.

第1法 から第V法 までの各法 の蛋白波波高の測 定値

(Wエmm,W2mm)は 同 じ試料 について同一条件で二

度ポーラログラムを記録 し,そ の平均値を以て表わ し

た.著 者のeell法 及び第 四法は,他 の研究者に よつ

て前者は第1厘 応 あるいは直接反応 と して,後 者は第

2反応あるいは濾液反応 として報告 されてい るものに

相当する.ま た多 くの研究者は第2波 の波高 について

のみ成績を検討 してい るが,著 老は実験成績の比較 の

ために,第1波(W1),第2波(W2)の 波高を 測 定

し ・れ ら・ りその中間値(W1十W22),波 高比(w

w1,W1/w2)及 び変 性 度(w1/1・wl,w2/1・w2)〔 笹

井31)の提 案に な らい,各 法 のW1,W2が 第1法 の波

高(1・Wl,1・W2)か ら どれ だけ 変 位 した か の 度合 〕

の5項 目を算 出 した.こ れ ら7項 目に つ い て 夫 々の 項

の最低値 をMin,最 高値 をMax,そ の 平 均 値 をMと

して表わ した.従 つ て 第1法 にお い てはW1,W2,

W'才W2
,W、/W、,W、/W、 の ・項 目…つL・て,第

llthから第V法 までは変性度 の2項 目を追加 した7項

目について観察 した.

判定基準 と して は,正 常人(対 照)のW1,W2,

w1芽w・
の測定値の分布細(最 低値一最高値)を

決定 し,第1法,第ll法 ではその最低値 よ りも低い場

合を陽性と した.第 量法,第IV法 では最高値 よりも高

い場合を陽性 と判定 し,そ れを 陽性率 ・%で 表わ し

た.一 部の疾患で症例数 の少ない場合(各1例)は 陽

性を(十),陰 性を(一)で 表わ した.

以上の諸成績を一括 して第2表 に示 した.但 し第V

法については後述の理 由で比較対象 としては ここでは

論 じないで,成 績のみを記載 した.

MtillerのProtein-Index28'29)(P.L)に ついては

佐藤の方法に準拠 して前記の如 く測 定 し,単 にW2に

つ・・てのみな嚇W、,W1芽W2の 夫 ・の囎 ・・つ

いてのP.Lを 算出 し,第2表 の右欄 に一括 して表示

した.

履 実験成績(そ の1)

(直接法による血清蛋白波の成績)

本篇(そ の1)で は直接法の第1法,eell法 の成績

について述べ,(そ の2)に おいて第 璽法,第1V法,

P「otein-lndex及 び 癌組織抽 出液の ポー ラログラフ

蛋白波の成績を報告す ることにす る.
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A群(悪 性腫瘍群)

疾1＼ 醐
患
名

第1法

腎

腫

瘍

測定項目 IM・・Ma・ 国%

Wl

W2

W1十W2

2

W2/Wl

W1/W2

WYI・Wl

Wl/1・W2

2128

2636

24.532

1.11.3

0.80.9四

25.2

30.8

28

1.2

0.8

20

20

20

第ll法

M・・M・ ・IM1%
.

第 璽 法

M・・M・ ・iMl%

3041

3752

33.546

1.21.3

O.70.8

1.41.6

1.31.7

35.7

46

40.8

1,3

0.8

1.5

1.5

50

100

83

5170

4070

45.570

0.81.1

0.9幽1.3

1.82.6

1.42.3

59.3

56.2

57.8

1.0

1.1

2.3

1.9

100

100

100

第 四 法

M・nM・xlMl%

第V法

M・nM・ ・IM

4470

4772

47.571

0.91.2

0.91.2

1.62.6

1.42。4

55

55.3

55.2

LO

1,0

2.2

1・9i

100

100

100

t
2245

1643

19.544

0.71.0

1.Ol.5

0.81.7

0.51.3

32

27。8

29.9

0.9

1.2

1.2

0.9

ProteinIndex

M・nM・xlMi%

3654

3042

3348

47

36

41

100

100

100

膀

胱

癌

W1

Wz

W1十W2

2

W2/Wl

W1/W2

WVI・Wl

W2/1・W2

2030

2535

22.532.5

1.11.3

0.80.9

25'3120
30.3

27.8

L2

0.8

20

20

3245

4458

3851.5

1.31.5

O.70.8

1.31.6

L51.9

36..1

50,2

43.2

1.4

0.7

1.4

1.7

70

70

70

2659

2966

27.562.5

0.81.2

0.91.2

1.12.3

1.12.1

37.2

39.1

38.2

1.0

!.0

1.5

1.3

50

50

50

1856

2159

19.557.5

0.91.2

0.81.1

0.72.2

0.71.8

34。3

37.6

35.9

1.1

0.9

1.4

1.2

40

60

50

2747

2247

24。547

0.81.0

!.01.2

1.01.8

O.81.5

40

36.8

38.4

0.9

1・1

1.6

1.3

1548

1236

1242

29

23

25.3

67

67

67

沼
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書
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A群(悪 性腫瘍群)

前

立

腺

癌

Wl

W2

W!十W2

2

W2/Wl

W、/W2

W1/1・Wl

Wz/1・W2

第1法 第 互 法

M・nM・xlMl%IM・ ・M・xlMj%

24

30

27

1.3

0.8

(一)

(一)

(一)

2741

3659

31.550

1.31.4

0.70.8

35

48.5

4L8

L4

0。8

1.5

1.6

80

80

80

第 ・ 法1第rv法

M・nMaxlMi%lM・nMaxiMi%

3036133

274237.8

303935.4

0。81.41.2

0。71.20。9

1.4

0.9

0

80

80

2028

2032

2028

0.91.3

0.81.1

24

25.7

24.8

1.1

1.0

1.2

0.8

0

0

0

第V法 Proteinlndex

M・nMa・iMiM・nMax1Ml%

3544

2543

3043.5

0.71。0

1.01.4

39.5

34

36.8

0.9

1.2

1.8

1.4

1524

918

1218

20

14
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0

0

0
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管
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転

移

性

睾

丸

肉

腫

Wl

W2

Wl十W2

2

W/Wl

W1/Wz

Wl/1・Wl

W/1・W2

27

30

28.5

1.1

0.9

(一)

(一)

(一)

38

47

42.5

1.2

0.8

(一)

(+)

(+)

38

34
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0.9

1.1

1.'4

1.1

(+)

(一)

(一)

42
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42.5

1.0

1.0
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1.4
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(+)

(+)
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20.5

0.6

正.6

0.9

0.5

33

27

30

(+)

(+)

(+)

胃

癌

Wl

W2

W1十W2

2

Wa/Wl

WYW2

W、/1・W、

Wl/1・W2

26

32
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L.2

0.7

44
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53.5

1.4

0.8

33
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38.8
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3438

2840
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0.81.2
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35.7
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1。0
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A'悪 一腫 瘍)

皮

膚

癌

Wl

W2

Wl十W2

2

W2/Wl

W1/W2

Wl/1・W、

W2/1・W2

第1法

M・・M・xlMl%

24

30

27

1.3

0.8

(一)

(一)
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900 林一泌尿器科領域 におけ るポー ラログラフ的研究(第2篇 その1)

第1表 に示 した実験対象の術 前109例 について,対

照:正 常人,A群;悪 性腫瘍(性 疾患)群,B群:良

性腫瘍(性 疾患)群,C群:結 核(性 疾患)群,D群

;結 石(性 疾患)群,E群;炎 症及 びそ の他 の疾患群

に 大別 し,且 つ方法別 に比較検討 した.

1)対 照;正 常人の成績

正常人 ・5例の 各法・・おけ ・W、,W、,W1まWろ

W/W1,W1/W2,W1/1・W1,W2/1・W2の 各 項 目に つ

い て の 平 均 値,(最 低 値 ～ 最 高 値)は 次 の 通 りで あ

る.

第1法:W1は25.2mm(24～28mm),W2は32

mm(27-35mm),W1穿W2は28.・mm(25.・'一 ・L・

mm),W/W1は1.3(1.1～1.4),Wl/W2は0.8

(・・7-・ 。9)で あつ た.従 つ てW・,W、,W1芽W2の

判 定 には 夫 々24mm,27mm,25.5mmよ りも低 値 の

場 合 を 陽 性 とした.

第 皿法=W1は40.3mm(37～47mm),W2は56.5

-(53-63mm),W1磐 は ・8.・mm(45-53

1nm),W2/Wlは1.4(1.2～1.5),W1/W2は0 .7

(0.7～0.8),W1/1・Wエ は1.6(1.4～1.8),W2/

1・W2は1.8(1。3～2,0)で あ つ た.従 つ てW1,W2,

W1磐 の判定には夫 ・37mm
,53mm,45mm・

り も 低 値 の 場 合 を 陽 性 と し た.

第 皿 法:W131.4mm(29～36mm),W2は33.7

rnm(22-39mm),丑 、理 ・は32.6mm(・5 .・一 ・7.・

mm),W2/Wlは1.1(0 ,8～1,2),W1/W2は0.9

(0.8～1.3),W1/1・W2は1.3(1.1～1。4),W2/1・

W2はLl(0.8～1.2)で あ つ た.従 つ てWl
,W2,

Ψ1プ ・の 判定 には 夫 ・36mm
,39mm,,7.,mm。

りも高値 の場 合 を 陽 性 と した.

第1V法:W1は25.3mm二(18～33mm),W2は29.3

mm(・3-36mrn),W1才 恥 は ・7.・mm(・ ・.・一 ・4.・

mrn),W2/W1は1.2(0,9～1 .4),Wエ/W2は0。9

(0.7～1.0),W,/1・W1は1.0(0.8～1。3),W2/

1・W2は0.9(O.8A・1 .1)で あ つ た.従 つ てW1,W2,

W1吉W・
の判 定 ・・は 夫 ・33mm,36mm,34.,。 、m、

りも高値の場合を陽性 とした.

2)第1法 の成 績

症例は第1表 に示す通 りで,以 下大体,平 均値,分

布範 囲(最 低値～最高値),陽 性 率の順 に記述す る.

(i)第1波(W,)に ついて

A群:腎 腫瘍6例 中 測定 し得 た5例 では25 .2rnm

(21～28mm),20%が 陽性,こ れを対照 と比較す る

と,Maxは 正常人 の28mmと,Mは 正常人の25.2

mmと 同値 であるが,Minは 正常人の24mmよ り

も低値 を示すものが1/5例(20%)に 認 められた.

膀胱癌10例 では25・3mm(20・v30mm),20%が 陽

性.正 常人,腎 腫瘍のMinよ りも更に低値を示すも

の及 びMaxで もそれ らよりも高値を示す ものがみら

れ,や や広範囲に分布 するけれ ども,そ のMは25.3

mmで 僅か に高 く,陽 性率は20%で 腎腫瘍と同率で

ある.

転 移性睾 丸肉腫1例 は27mmで 正常範囲にあ り陰

性 であつた.

前立腺癌,皮 膚癌 の測定 し得た各1例 では夫々24

mm,24mmで 対照のMinと 同値 で陰性であつた.

従つ てA群 中測 定 し得た疾患 中腎腫瘍,膀 胱癌の陽性

率は20%で 低率であ り,そ の他の疾患は陰性であ り,

Mは25.2～25.3mmで 対 照 との間に有意の差は認め

難い.

B群:前 立腺肥 大 症11例 では25.6mm(22～28

mm),36%が 陽性.尿 路 乳頭腫症3例 では27mm

(24～30mm),陽 性 なし.対 照 と比較す ると,前 者

ではMaxは 正 常人 と同値で,Mは 正常人よ りも僅か

に高 く,Minで は正常人 よ りも低値を示す ものが36

%に 認め られた.後 者 ではMax及 びMは 正常人 より

も高値を示 し,Minは 正常人 と 同値で,正 常人の

Minよ りも低値を示す ものは1例 も 認められなかつ

た.従 つてB群 では陽性率は前立腺肥大症が36%,尿

路乳頭腫症 は陽性を示す ものがな く,Mは 夫々25.6

mm,27mmで 対照及びA群 よりも高値 を示す傾向が

み られた.

C群:腎 ・膀胱結核10例 では25。1mm(24～26mfn),

陽性 なし.前 立腺結核1例 は22mmで 陽{生.対 照と

比較す ると,前 者 のMinは 正常人 と同値で,Max

はむ しろ低値 で分布範 囲もやや小 さい.従 つてそのM

もやや低値を示す にかかわ らず陽性を示す ものtx1例

もみ られ なかつ た.後 者は正常人のMinよ りも低値

で陽 性であつた.従 つてC群 では分布範囲が小 さくな

り,Mも 対照 よ り低値であ るがその陽性率は低い.

D群:腎 結石症10例 では24.7mm(20～30m阻),

30%が 陽性.尿 管結石症5例 では25.6mm(23～29

.mm),20%が 陽性.対 照 と比較す ると,前 者のMi且

は低値を示す もの,Maxは 高値を示す ものがあ り・

応い分布範 囲を示すが,そ のMは むしろ対照よ りも低

値 で30%の 陽性を認めた.後 者ではMinは 低値を

示す もの,Maxは 高値を示すものがあ り,や や広い

分布を示すが,そ のMは 前者 とは逆に 対照よりもや

や高値で,陽 性率も低 くなる.従 つてD群 では対照
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に比べて,Min,Maxの 分布はやや広い範囲にわ た

るが,そ のMで は対照 より低値を示す もの(腎 結石)

と高値を示す もの(尿 管結石)が み られ た・

E群=腎 膿腫5例 中測定 し得た3例 では26mm(25

～27π1m),陽 性なし.対 照 と比較す ると,凡 て正常

範囲内に分布 し,且 つ分布範囲が小 さい・従つてMは

正常人 よりも高値を示 している・それ故陽性の ものは

認められなかつた.水 腎症2例 中測定 し得た1例 ・特

発性腎出血,膀 胱魔欄 ・糖尿病・前立腺 炎の各1例 は

夫々24mm,26mm,25mm,25mmで 凡て正常範囲

内にあり,陽 性例はみ られ なかつた.外 傷性膀胱破裂

1例 は22mmで 陽性であつた.ま た比較のために測

定した皮膚疾患群10例 中 測 定し得 た天萢瘡,ウ ェバ

ー ・クリスチャ ン氏 病 の2例 では21.5mm(21～22

mm)で2例 共陽性であつた.従 つてE群 では殆ん ど

凡ての疾患は正常範囲に分布 し,外 傷性膀胱破裂1例

と皮膚疾患2例 とか陽性 を示 した に過 ぎない.

(ii)第2波(W2)に ついて

A群:腎 腫瘍 では30。8mm(26～36mm),20%が

陽性,膀 胱癌では30.3mm(25～35mm),20%が 陽

性.前 立腺癌,転 移性睾丸肉腫,皮 膚癌 の測定 した各

1例 は夫々30mm,30mm,30mmで,凡 て正常範

囲内にあ り陰性で あつた.こ れ らを対 照と 比較す る

と,Maxで は腎腫瘍のみが正常人 よ りも高 く,Min

では腎腫瘍,膀 胱癌 で正常人 よ りも低値 を示す ものが

夫々20%に 認め られた.Mに ついては正常人 の32

mmに 対 しA群 では凡て 明らかに 低値を 示 し30-

30.8mmで 陽性傾向を示 した.

B群:前 立腺肥大症 では31.9mm(26～40mm),

18%が 陽性,尿 路乳頭腫症では33mm(32～34mm),

陽性な し.こ れ らを対照 と 比 較 す ると,前 者では

Minは 低値を,Maxは 高値を示 し,む しろ正常人 よ

りも広い分布範 囲を示 し,Mで は僅か に低値 を示すが

有意の差はない.後 者 ではM三n,Max共 に正常範 囲

内を高値の方に限局 して分布 し,そ のためMは 正常人

よりもむ しろ高値を示 してい る.従 つ てB群 はA群 よ

りもそのMは 明らかに高値を示 し,陽 性率 も低い.

C群:腎 ・膀胱結核では31.3mm(28～34mπ1),陽

性なし.前 立腺結核1例 は27mmで 陰性.対 照と比

べると,前 者ではその分布は正常 範囲内でやや狭 くな

り・Mも 正常人 よりもやや低値 を示 している.後 者は

正常人のMinと 同値であつた.従 つてC群 ではMは

やや低いが,陽 性例は認め られ なかつ た。

D群=腎 結石症では30.8mm(25～37mm),20%

が陽性。 尿管結石症では30.2mm(29～32mm),陽

性な し.対 照と比較す ると,前 者 では正常範 囲よ りも
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やや広 く分布 してい るが,正 常人 よ りも低値 を示す も

のが20%あ り,且 つMは 正常人 よりも低い.後 者 では

凡 て正常範 囲内にあ り,分 布範 囲も小 さくなる傾 向を

示 し陽性例 はないが,Mは 正常入及び前者 よりも低値

を示 している.

E群:腎 膿腫 では31.5mm(29～341nm),陽 性な

し.こ れ を対照 と比較す ると,分 布範囲は凡 て正常範

囲内でや や狭 く分布 し,そ のMは 正常人 より僅かに低

値 を示す が,陽 性例は認め られ なかつた.水 腎症,特

発 性腎出血,膀 胱魔欄 ・糖尿病,外 傷性膀胱破裂,前

立腺炎の各1例 は夫 々30mm,31mm,30mm,28mm,

30mmで 凡て正常範 囲内に分布 してお り,陽 性例は

認め られ なかつた.皮 膚疾患の2例 では28mm(27

～29mm)で 陽性な し.こ れ らを対照 と比較す ると,

凡て正常範囲内で低値 の方に限局 して分布 し,従 つ て

それ らのMも 明 らかに低値を示すが陽性例のみ られ な

い ことがE群 の特徴で あつた.

(iii)中 間 値(W1∫W・)・ ・つ ・・て

A群:腎 腫瘍では28mm(24.5～321nm),20%が

陽性.膀 胱癌では27.8mm(22.5～32.51nm),20%が

陽性.前 立腺癌,転 移性睾丸肉腫の各1例 は夫 々27

mm,28.5mmで 陰性.皮 膚癌 の1例 も27mmで 陰

性であつた.こ れ らを対照 と比較す ると,腎 腫瘍では

Minは 正常人 よりも低値であ り,Maxは 正常人 より

もやや高値を示す.従 つ てその分布範 囲は対照 よ りも

やや広範囲に分布 してい るが,そ のMは 低値を示 し,

陽性率は20%で 低い.膀 胱癌 で も腎腫瘍 の場合 と同様

の傾 向がみ られ,且 つMinは 更に低値 を,Maxは

やや高値 を示す.即 ち更 に広い範囲に分布 してお り,

Mは 腎腫瘍,正 常人よ りも低値 を示すが,陽 性 率は20

%で 同様に低率である.前 立腺癌,転 移性睾丸肉腫 皮

膚癌の各1例 は凡 て正常範囲内にあ り,陽 性例は認 め

られなかつた.

B群=前 立腺肥大症 では28.7mm(24～33mm),

18%が 陽性.尿 路乳頭腫症では30mm(28～32mm),

陽性な し.こ れ らを対 照と比較す ると,前 者のMin,

Maxは 正常人 よ りも広い範囲に分布 してお り,Mも

僅かに高値を示す.後 者 では正常範囲内を高値の方に

向つて分布す るためにMも 正常人 よりも高値を示す.

従つてB群 ではA群 と逆 の関係 にあつて,む しろ対照

よ りもやや高 くなる陰性傾 向がみ られた.

C群:腎 ・膀胱結核では28.2mm(26～29.5mm),

陽性な し.前 立腺結核1例 は24.5rnrnで 陽性であつ

た.こ れ らを対照 と比 較 す ると,前 老 ではMin,
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Max共 に正常範囲内にあ り,そ のMは 対 照 よりも低

値を示 しているが,陽 性例は認 め られ なかつた.後 者

は正常人のMinよ りも低値 で明かに陽性を示 してい

る.

D群:腎 結石症では27.8mm(22.5～33.5mm),20

%が 陽性.尿 管結石症では27.9mm(26～29.5mm),

陽性 な し.こ れ ら を 対 照 と比較 す ると,前 者では

Min,Max共 に正常範 囲 よりも広 く分布 し,Mは 正

常人 よりも低値を示すが,そ の陽性率は低 く20%に す

ぎない.後 者ではその分布は正常範囲内にあ り,Mは

前者 より僅かに高 く,正 常人 よ りも低値 を示 し陽性傾

向にあるが,陽 性 例はみ られなかつた.

E群:腎 膿腫では28.8mm(27～30.5mm),陽 性

な し.水 腎症,特 発性腎出血,膀 胱魔燗 。糖尿病,外

傷性膀胱破裂,前 立腺炎の各1例 は夫 々27mm,28.5

mm,27.5mm,25mm,27.5mmで,外 傷性膀胱破

裂のみが陽性でその他 の疾患は陰性 であつた.こ れ ら

を対 照 と比較す ると,腎 膿腫ではMin,Max共 に正

常範 囲にあ り,Mは む しろ正常人 よ りも僅かに高値を

示す ため陽性例はみ られ なかつた.各1例 の疾患群で

は外傷性膀胱破裂のみが陽性で,そ の他は凡て正常範

囲に分布 してい るが,こ れ らの値 は正常人 のMよ りは

低値 を示 してい る.皮 膚疾 患では24.8mm(24～25,5

mm),50%が 陽性 であつた.対 照 に比べ ると,皮 膚

疾 患のこの2例 は 正常人 よ りも常 に低い 傾向を示 し

た.

E群 中皮膚疾患 を除いては外傷性膀胱破裂(1例)

のみが陽性を示 したに過 ぎない.ま たMは 一般 に対照

よ りも低い傾 向にあつた.

(iv)波 高比(W2/Wi,W1/W2)の 成 績

(a)W2/W1に つ い て

測 定 し得 た ものに つ い て 観 察す る と,A群 で は 腎腫

瘍 は1.2(L1～1.3),膀 胱 癌 は1.2(1.1～1.3),

前 立 腺癌,転 移 性 畢 丸 肉腫,皮 膚 癌 の 各1例 は夫 々

1.3,1.1,1.3で あ つ た.こ れ らを 対 照 と比 較 す る

と,凡 て正 常 人 の1.3(1.1～1.4)の 分 布範 囲 内 に あ

り,Mは 略 々一 定 値1.2～1.3で 有 意 の 差 は全 く認 め

難 い,

B群 で も同様 に 前 立 腺肥 大 症 は1.2(1.1～1 .5),

尿 路 乳頭 腫 症 は1.2(1.1～1.3)で あつ た 。

C群 で も 同様 に 腎 ・膀胱 結 核 は1.2(1.1～1.4),

前 立腺 結 核 は1.2で あ つ た.

D群 で も 同様 に 腎結 石 症 は1.3(1 .2～1.3),尿 管

結 石 症 は1.2(1.0～L3)で あつ た .

E群 で も 同様 に 腎膿 腫 は1.3(1 .2～1.3),水 腎

症,外 傷性膀胱破裂は共 に1.3,特 発性腎出血,膀 胱

廉燗 ・糖 尿病,前 立腺炎は夫 々共 に1.2皮 膚疾患は

1.3(1.3～1.3)で あつた.

これ ら全疾患群 中前立腺肥大症ではMax1.5を 示

す ものが11例 中1例 にみ られ,尿 管結石症でMin1LO

を示す ものが5例 中1例 にみ られ,こ の2例 のみが正

常範 囲外に分布 してい る。 この2例 を除 く凡ての症例

が正常範囲内に分布 し,そ のMも1,2～1.3と 略々一

定値を示 し,対 照 との間に も全 く有意の差を認めなか

つた.

(b)W1/W2に つ い て

A群 で は 腎腫 瘍,膀 胱 癌 共 に0.8(0.8～0.9),前

立 腺癌 は0.8,転 移 性睾 丸 肉腫 はO.9,皮 膚癌 は0.8

で あ っ た.こ れ らを対 照 と比 較 す る と,正 常人 は0.8

(0.7～0.9)で,凡 て正 常 範 囲 内 に分 布 し,且 つ その

Mも 全 く同一 値 を 示 し有 意 の 差 は認 め な かつ た.

B群 では 前 立腺 肥 大 症 は0.8(0.7～0.9),尿 路乳

頭 腫 症 は0.9(0.8～0.9)で あつ た.

C群 で は 腎 ・膀 胱 結核 はO.8(O.7・-O.9),前 立腺

結 核 は0.8で あ つ た.

D群 では 腎 結 石 症 は0。8(O.8・-O.9),尿 管 結石症

は0.9(0.8～1.0)で あ つ た.

E群 では 腎 膿 腫 は0.9(O.8-vO.9),水 腎症,特 発

性 腎 出血,膀 胱 喫 燗 ・糖 尿病,外 傷 性膀 胱破 裂,前 立

腺 炎 の各 疾 患 共 に 夫 々0.8で あっ た.

これ ら全 疾 患 群 中 尿管 結 石 症 で 正 常範 囲 を超 えて高

値(1.0)を 示 した もの が5例 中1例 にみ られ た.こ

の1例 を 除 く凡 て の 症例 は 正 常 範 囲 内 に 分 布 してお

り,そ のMも 一 定値0.8を 示 した が,尿 路乳 頭腫症,

尿管 結 石 症,腎 膿腫 の3疾 患 のみ がMは0.9を 示 し

た.し か し乍 ら これ とて も対 照 と有意 の差 を 示す もの

で は な い.

(小 括)

血 清に何等操作を加えない第1法 の生 の血清につい

てのポ ーラログラ フ蛋 白二重波の成績は,BrdiEka

が最初に述 べている如 く,正 常人 と癌患者 との間には

僅 かの差 しか認め られず,臨 床的価値がないが,著 者

は以下 の第 皿法,第 皿法,第 π法 において述べる変性

度を検討す るために本法を実施 したわけである.

各 法の成 績を総括的に比較検討す るために,個 々の

各種 疾患別 の平均値一覧表を第3表 に,ま た各種疾患

別(泌 尿生殖器系疾患のみについて)の 平均値一覧

表 を第4表 に,更 に個 々の各 種疾患におけ る各法及び

ProteinIndexの 第1波,第2波,中 間値の陽性率

一覧表 を第5表 に表示 した.
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904 林一泌尿器科領域におけるポー ラログラフ的研究(第2篇 その1)

第4表=各 疾患群別平均値 一覧表(泌 尿生殖器 系疾患 のみ)

劃訳 隔
… 正 常 人1…2

eeiS幕1::

:l
I

iC群23.6

法 』D群25・2

E酬24・7

lW、+W2W2
12一

32.0

30.3

32。5

29.2

30.5

30.1

28.6

27.8

29.4

26.4

27.9

27.4

W2/WIWVW2

1.3

1.2

1.2

1.2

1.3

1.3

0.8

0.8

E
o・9i

呵

1:;

W1/1・W1 Wガ1・W2

正 常 人40.3

第:A群 、、.6

B群37.8

皿

C群35.O

D群33.9法

E群35.0

56.5148.4

1
46.lI40.4

53.、144.9i

49.9、42.5

i
45.6139.8

1

46・414。 ・7

1。4

L3

1.5

1.4

1.4

L3

o.7

0.8

0.7

6.7

0.7

0.8

1.6

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

1.8

1.6

1.7

i。7

1.7

L4

正 常 人'

第1A群;

lB群1

盈iI

C群 、
し

法D劃
E群1

31.・133.・

40。3

37.5

34.8

35.3

36.1

38。4

46.6

33。8

34.9

36.。8

32.6

39。4

39.5

33.9

35.1

36.5

1.10.9

!.01.3

1・21。 ・9

1.OLl

LO1'.0

1。1LO

1.3

1.7

1.7

1.3

1.6

1.5

1.1

1.3

L4

1.O

L3

L2

第

評

法

1正 常 人

A群

B群

C群

D群

E群

25.3

35.9

31.2

26。9

30.7

36。9

29.3127.3
i

36.736.2

37.634.4

28.727.8

'
34,232.4

37.237.0

1.2

LO

1。3

L2

Ll

1.2

O.9

1.0

0.8

0。9

0。9

1.o

1・!.o

I.6

1.4

0.9

1.4

1.5

0.9

1。3

1.2

0。9

1.3

L3

[正 常 人

第IA群

lB群

Vi
C群

　

法D群

E群

25.0

35。3

40.0

27.3

38.4

36,7

20.2

30.5

36.9

22.9

35.8

34.0

22.6

32.9

38.5

25.1

37,1

35,4

0.8

0。9

0.9

0.8

0。9

0.9

1.2

1.0

1.1

1。2

1.1

1.1

O.9

1.4

L5

1.0

1.5

1.8

0.6

1.0

1,2

0。7

1.2

1.4



第5表:各 種疾患別陽性率一覧表(%)

疾 患 名

症

例

数

第1法 第H法

Wt W2 塾讐 司% W1十W2

2

第 買 法

W1 W2

第r1法

讐%iw・
W2

W1十W2

2

ProteinIndex

W1十W2W
IW22

itl正 常 人1,・124[271・5・ ・ll・ ・153i45113613gl37.・II・ ・1・ ・134.SII・ ・[181・,

A

群

腎 腫 瘍

膀 胱 癌

前 立 腺 癌

尿 管 癌

転 移性 睾 丸 肉腫

胃 癌

皮 膚 癌

後 腹 膜 腫 瘍

子 宮 癌

Bl前 立 腺 肥 大 症

群}尿 路 乳 頭 腫 症

C

群

D

群

腎 ・膀 胱 結 核

両 側 副睾 丸結 核

前 立 腺 結 核

1腎 結 石

尿 管 結 石

i膀 胱 結 石

6

10

5

1

1

3

2

1

1

11

3

}O

l

1

10

5

1

20

20

24(一)

27(一)

24(一)

36

0

0

20

20

30(一)

30(一)

30(一)

20

20

27(一)

18

0

0

1
22(+)127(一)

30

20

20

0

28.5(一)

27(一)

18

0

0

24.5(+)

20

0

150

70

80

28(+)

38(一)

67

100

64

33

40

37(一)

31(+)

40

60

27(+)

100

窒

1;:1:1
67

100

64

33

50

53(一)

45(+)

50

80

34(+)

83

・70

80

33.5(十)、

42.5(+)

67

100

64

33

50

45(一)

38(+)

50

80

100

50

0

34(一)

38(+)

33

50

41(+)

26(一)

55

67

50

46(+)

21(一)

　

i30

140

・…(+)jl33(一)

1∞100

5050

8080

25(一)29.5(一)

34(一)36(一)

3333

5050

1::=欄
64

67

40

40(+)

19(一)

20

20

28(一)

64

67

50

43(+)

20(一)

40

20

30.5(一)

100

40

0

24(一)

42(+)

33

50

155

0

20

40(+)

10(一)

30

40

27(一)

100

60

0

22(一)

43(+)

33

50

55

0

30

37(+)

14(一)

30

40

27(一)

100

50

0

23(一)

42.5(+)

33

50

55

0

20

38.5(+)

12(一)

30

40

27(一)

1100

67

0

27(+)

33(+)

67

50

100

67

0

18(一)

50

67

40

33(+)

9(一)

1・ ・
　

40

「30(+)

屠(+)

67

50

50

33

40

21(+)

9(一)

50

40

1

100

67

0 π

21(一)bi

30(+)es

塾
67

毛1
50

譜

曇

藷50
(

33 悼

40

27(+)O

　
9(一))

40

40

24(十)27(十)

8
q
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牟 ♀ ↑?↑

営 導 誉 誇 誉R

TT↑T↑

88属 導tt蕊 誉8

?♀ ↑ ♀ ↑

s8営 冨 蓉ljN8

T↑ ↑T↑

88葱 誉 属 営 ぢ8-2

↑ ↑ ↑ ♀ ↑

§fB討9芭 畜99

?↑ ↑ ♀ ↑

§81」 遠ti611fYR

↑

98属 一 馬

?↑?↑

属 冒 属 盲 。
《)一
臨◎ の

↑ ♀ ↑?↑

88漕 首k蕊5。

↑ ♀ ↑ ↑ ↑

88蔦 蕾 盲 冨 蚤9

　 　 　 　 　

こ ご ↓ ご ↓
80騎9專 守n

導
§

♀ ↑ ↑?↑

8。 導 蓄 営 奪 活 8

↑ ♀ ↑ ♀ ↑

8。 葱 奮 導 膏 営8

↑ ↑ ↑ ♀ ↑
。 属 属 属 蔦 属8

田 ..鎚 馬_

↑ ↑
06Y

σ)の

↑ ↑ ↑
6富60
⊂つNCつ

↑ ↑
o》 閑6

CNN

↑ ↑ ↑

濤 濤 醤8
のpa一 一 一 一 一9

塑 娼 肩(慎 認 窯 糎

玉 醸 瞳 督

　蕪華灘
塗 鞍 婁 睡 濫 《 演 怒

華

罐
警。

無
鑓饗矯

返 搏

寒翌

護雛

罪猷

蔭
欝
聾
藤懸

奪鞭

郷

藁
穂

第1法 の 成 績を 総括的に 要約す ると 次の如 くであ

る.

(1}第1波 の平均値を各疾、翻1」(第3表)に 観察す

ると,悪 性腫瘍群では前 立腺癌,皮 膚癌が正常人 より

も低値 で陽性傾 向にあつた.良 性腫瘍群では前立腺肥

大症,尿 路乳頭 腫症 は共 に対照 よ りも高値 を示 し陰性

傾向にあつた.結 核性疾患群では腎 ・膀胱結核,前立腺

結核は共に陽性 傾向を示 していた.結 石性疾患群では

腎結石症 は陽性,尿 管結石症は陰性傾 向にあつた.炎

症 その他 の疾患群では水腎症,膀 胱魔燗 ・糖尿病,外

傷性膀胱破裂,前 立腺炎の各 疾患に陽性傾 向がみられ

た.こ れ を各疾 患群別(第4表)に 観察す ると,B群

は26.3rnmで 最 も高 く,次 いでA群25.4mmで 正

常 人 よりも高値であ る.D群 では正常人 と同値で,E

群,C群 の順に低値 を示す(B>A>D==正>E>

C)し か し乍 ら陽性率(第5表)に ついて観察す る

と,前 立腺肥大症では平均値 の傾 向とは逆に これ ら疾

患群 中最 も陽性率が高 く36%で あ り,次 いで腎結石症

の30%で あ り,更 に腎腫瘍,膀 胱癌,尿 管結石症で夫

々20%の 陽性 と,前 立腺結核,外 傷性膀胱破裂 の各1

例 に陽性がみ られたに過 ぎない.ま た皮膚疾患の2例

が陽性で あつた のは共 に全身的侵襲が可成 り強い状態

の疾患であつたためか と考 えられ る.

以上 の如 く,平 均値 の陽性傾 向と陽性率 とは必ず し

も平行関係を示 さなかつた.

(2)第2波 の平均値を各疾患別(第3表)に 観察す

ると,A群 では腎腫瘍,膀 胱癌,前 立腺癌,転 移性睾

丸肉腫,皮 膚癌 の全疾患が正 常人 の32mm..よ りも低

値で陽性傾向を示 した.B群 では前立腺肥大症が陽性

傾 向に あるが,尿 路乳頭腫症では陰性傾向を示 した.

C群 では腎 ・膀 胱結核,前 立腺結核共 に陽性傾 向にあつ

た.D群 で も腎結石症,尿 管結石症共 に陽性傾向にあ

つた.E群 で も腎膿腫,水 腎症,特 発性腎出血,膀 胱

魔燗 ・糖尿病,外 傷性膀胱破裂,前 立腺炎の全疾患に

陽性傾 向を認めた.こ の様に第2波 では第1波 よりも

明 か に 多 くの疾患において平均値 は陽性傾 向にあつ

た.

これを疾患群別(第4表)に 観察す ると,B群 での

み正常人 よりも高値32.5mmを 示 し,B>正>D>

A>E>Cの 順に低値 を示 した.し か し乍 らこれを陽

性 率(第5表)に ついて観察す ると,こ れ らの疾患群

中で実際陽性を示 した ものは腎腫瘍,膀 胱癌,腎 結石

が夫 々20%で,前 立腺肥 大症が18%を 示 したに過ぎな

い.第1波 よ りも更に陽性を示す疾患は減少 し,陽 性

率 も低 くなつてい る.こ の様 に平均値 の陽性傾 向と陽

性率 との間に平 行関係は第1波 の場合 よりも更に認め
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難い矛盾 した傾 向にあった.

⑧ 中間値の平均値を各疾患別(第3表)に 観察す

ると,A群 では腎腫瘍,膀 胱癌,前 立腺癌,転 移性畢

丸肉腫,皮 膚癌の全疾患 は正常人の28.6mmよ りも

低値で陽性傾向にあつた.B群 では前立腺肥大症,尿

路乳頭腫症共に陰性傾 向を示 していた.C群 では腎 ・膀

胱結核,前 立腺結核共に陽性 傾向にあつた.D群 で も

腎結石症,尿 管結石症共に陽性傾 向にあつた.E群 で

は腎膿腫のみ陰性傾向に あ り,そ の他 の疾 患は凡て陽

性傾向を示 した.即 ち中間値 の平均値 の陽性傾 向は第

2波 の場合に次いで多 くなつている.こ れ を疾患群別

(第4表)に みると,B群 のみ対照を超 えて高値を示

し,B>正>D>A>E>Cの 順に低値 を示'し,第2

波の場合と同様の順位 であつた.こ れ を陽性率(第5

表)に ついてみると,こ れ ら疾届群 中陽性 を示 した も

のは腎腫瘍,膀 胱癌,腎 結石症等の20%で,次 いで前

立腺肥大症の18%で あ り,前 立腺結核 と外傷性膀胱破

裂の各1例 が陽性であつた.

中間値の場合でも第2波 と同様に平均値 の陽性傾 向

と陽性率との間に平行関係は認め難 い.

(4)波 高比W2/W1,WVW2共 に各疾患群 と対照 と

の間に有意の差は認め られない.

従つて以上の如 く,第1法 においては各疾患 の第1

波,'第2波 及び中間値の平均値 は多 くの疾患で低値 で

あつて陽性傾向を示 し,第2波 〉中間値 〉第1波 の順

に陽性傾向が強い.し か し乍 ら,各 疾 患の陽性率は第

1波の成績が最 も高率であるが,そ れ とて も20～30%

程度であつた.陽 性率 と平均値 の陽性傾向 との間には

平行関係は認め られなかつた.

この様に第1法 の陽性率は一般に低 く,こ れ のみで

は臨床的に診断学的価値 は認め難い。

3)第 皿法 の成績

(i)第1波(W1)に つ い て

A群=腎 腫 瘍6例 では35.7mm(30'v41rnm) ,50

%が 陽性.膀 胱 癌10例 では36.1mm(32～45mm),

70%が 陽性.前 立腺 癌5例 で は35mm(27～41mm),

80%が 陽性.尿 管癌1例 は28mmで 陽 性 .転 移 性 睾

丸肉腫1例 は38mmで 陰 性.胃 癌3例 で は33mm

(26～441nm),67%が 陽 性.皮 膚 癌2例 で は28mm

(25～31mm),100%の 陽性 率 で あつ た.こ れ らを 対

煎 と比 較す る と,正 常 人 は40.3mm(37～47mm)

で・A群 で はMin,Maxの 分 布 範 囲は 明か に 対 照 よ

り低値に 向つて 分布 し,Mも 明 か に 低値 で 陽 性 傾 向 を

示 している.泌 尿生 殖器 系 疾 患 群 の陽 性 率 は 前 立腺 癌

〉膀胱癌 〉腎腫瘍 の順 に 高 率 で
,尿 管 癌 の1例 も明 ら
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か に陽性 を示 したが,転 移性 睾丸 肉腫の1例 は陰性 で

あつた.

B群=前 立腺肥大症11例 で は34.9mm(22～41

mm),64%が 陽性.尿 路乳頭腫症3例 では40 .7mm

(36～47mm),33%が 陽性であつた.対 照 と比較 す

ると,前 者は分布範 囲 も正常人 よ り低値 に向い,Mも

明かに 低 値を示すが,後 者は殆 どが正常範 囲に分布

し,Mは む しろ正常 人 よりも高値を示 し,陽 性率 も低

い.B群 は 明かにA群 よりも陽 性 率が低 くなつ てい

た.C群:腎 ・膀胱結核10例 では37.1mm(31～42

mm),40%が 陽性.両 側副睾丸結核1例 は37mmで

陰性.前 立腺結核1例 は31mmで 明がに陽性であつ

た.結 核群 は正常人 分布の範 囲 よりやや低値 に分布

し,Mも 低値 を示すが,そ の陽性率は悪性腫瘍群 よ り

も低率であつ た.

D群:腎 結石症10例 では37。6mm(27～45mm),

40%が 陽性.尿 管結石症5例 では37.2mm(36～41

mm),60%が 陽性.膀 胱結石症1例 は27mmで 明

かに陽性 であつ た.結 石群では尿管結石症 は正常範囲

よ りやや低値 の方に分布す るものが多 く,Mは 明かに

正常人 よりも低値で陽性例は過半数にみ られ た。一方

腎結石症 では分布範囲が広 く,前 者 よ りもMinは

遙 かに低値を示す ものがみ られ るが,そ のMは やや前

者 よ りも高 く,陽 性率は低 くなつてい る.結 石群は悪

性腫瘍群 に次いで高率で約半数が陽性 傾向にあつた.

E群:腎 膿腫5例 では25,3mm(13～38mm),80

%が 陽性.水 腎症2例 では41mm(40～42mm),陽

性 な し.特 発性腎 出血,膀 胱 魔欄 ・糖尿病,前 立腺炎

の各1例 は夫 々38mm,40mm,39mmで 共に陰性

であ り,腎 外傷,外 傷性膀胱破裂 の各1例 は夫 々28

mm,34mmで 共に陽性.皮 膚疾患10例 では28mm

(22～38mm),90%が 陽性で あつた.E群 中泌尿生

殖器疾患では腎膿腫 のMinは 正常人 より遙かに低値

の方に分布する ものが80%に 認め られ,低 い方に分布

範 囲が広い ことは特異で あつた.腎 外傷,外 傷性膀胱

破裂の陽性例を除いて他 の疾患は凡 て正常範囲に分布

してい るが,こ れ らの値は正常人の平均値 よりも低値

にあつた.

(ii)第2波(W2)に つ い て

A群:腎 腫 瘍 で は46mm(37～52mm),陽 性 率 は

100%.膀 胱 癌 は50.2mm(44～58mm),70%が 陽

性.前 立腺 癌 で は48.5mm(36～59mm),80%が 陽

性.尿 管 癌,転 移 性 畢 丸 肉腫 の各1例 は 夫 々28mm,

38mmで 共 に 明 らか に 陽 性 で あつ た.胃 癌 で は44.7

mm(32～63mm),67%が 陽 性.皮 虜癌 で は37mm

(34～40mm),陽 性 率 は100%で あつ た.こ れ らを対
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照 と比較す ると,正 常人は56.5mm(53～63mm)

で,A群 の各疾患の分布範囲は一般に正常人 よりも広

く,且 つ低い方に向 う傾 向がみ られ,更 に平均値 も正

常人 よ り明 か に低値であつた.悪 性腫瘍群 中泌尿生

殖器系の ものの陽性率は70%以 上 の高率を示 し,腎 腫

瘍 〉前立腺癌 〉膀胱癌 の順に高率で,尿 管癌,転 移性

睾内 肉腫 の各1例 も明 かに陽 性で あつた.ま た第1

波 の陽性率 よりも更に 高率であ り,腎 腫瘍 では著 し

い.そ の他皮膚癌 の2例 も明か に陽性で あつた.

B群;前 立腺肥大症では50.5mm(43～57mm),64

%が 陽性.尿 路乳頭腫症では56.7mm(48～67mm),

33%が 陽性であつ た.良 性腫瘍 群ではそ の分布範囲は

正常入 よ りも広範 で あ り,前 者 は過半数が 陽性を示

し,Mも 正常人 より低値であつた.後 者 の分布は正常

人 よ りもむ しろやや高値 の方に分布 を示 し,Mも 正常

人 よりも僅 かに高値であ り,陽 性率 も低率であつた.

C群:腎 ・膀胱結核では51.8rnm(40～60mm),

50%が 陽性.前 立腺 結核1例 は45mmで 明かに陽

性.両 側副畢 丸結核1例 は53mmで 正常人のMin

と同値で陰性で あつた.腎 ・膀胱結核 の分布範 囲は正

常人 よ りも遙か に広範囲に分布 してい る.結 核 群では

そ の半数が陽性を示 し,Mは 凡 て正常人 よ りも低値で

あつた.

D群:腎 結石症では51.4mm(34～61mm),50%

が陽性.尿 管結石症では51.4mrn(48～58mm),80

%が 陽性.膀 胱結石症1例 は34mmで 明か に陽性

であつた.結 石群のMは 正常 人よ りも低値で,腎 結石

症,尿 管結石症 のMは 同値 を示 し,前 者の分布 は広範

囲にわた りそ の半数が陽性であ るが,後 者では前者ほ

ど広範囲ではな く,正 常人 よ りも低値 の方に限局性に

分布する傾 向のため より高率に陽性を認 めた.

E群:腎 膿腫で は32.8mm(17～48mm),陽 性率

は100%.特 発性腎出血,腎 外傷,外 傷性膀胱破裂の

各1例 は夫 々40mm,36mm,38mmで 明かに陽

性.水 腎症 では60mrn(59～61mm)で2例 共陰性.

膀胱燦燗 ・糖尿病,前 立腺炎 の各1例 は共 に54mm

で正常範 囲にあ り陰性 であつた.皮 膚疾患では36.3

mm(24～50mm),陽 性率は100%で あつた.E群 中

水腎症は正常範囲に分布 し,そ のMは 正常人 よ りも高

値 を示 した.腎 膿腫 は全例が陽性 でそ のMin及 びM

は全疾患群中最低値 を示 した ことは特異であつた.

(ii・)中間値(W穿%一)… つL・て

A群:腎 腫瘍 で は40.8mm(33.5～46mm) ,83%

が 陽 性 。 膀 胱 癌 で は43.2mm(38～51.51nm),70%

が陽性.前 立腺癌 では41・8mロ1(31.5～50mm),75

%が 陽性.尿 管癌,転 移性睾丸 肉腫の各1例 は夫々

33・5mm,一一42・5mmで 共に明かに陽性であつた.胃 癌

では38・8mm(29～53・51nm),67%が 陽性.皮 膚癌

では35.5mm(29.5〔 ・35.5mm)で100%の 陽性率で

あつた.

対 照 と比較す る と,正 常人は48.4mm(45～53rn

m)で,悪 性腫瘍群の分布は正常人 よ りも低値 の方に

分布 し陽性傾 向を示 し,Mも 凡て正常人 よりも明かに

低値で あつた.泌 尿生殖器系群 の陽性率は腎腫瘍〉前

立腺癌 〉膀胱癌の順に高率であ り,そ の他各1例 も明

かに陽性で あつた.腎 腫瘍でのみ中間値 は第2波 より

も陽性率がやや低 くなつ てい る.

B群:前 立腺肥 大〕症 で は42.7mm(32.5～48.5m

m),64%が 陽性.尿 路乳頭腫症 では47mm(42～52

mm),33%が 陽性であつた.良 性腫瘍群では前者は

正常範囲 よ りも明 らかに低値に分布す る傾向が強 く,

且つMも 低値 であ り,従 つて陽性率が高い.後 者では

正 常範 囲に近.く分布 し,Mも 正常人よ り低値であるが

陽性 率は低率であつた.

C群:腎 ・膀胱 結核 では44.5mm(35.5～50mm),

50%が 陽性.両 側副畢丸結核,前 立腺結核 の各1例 は

夫 々45mm,38mmで,前 者は正常人のMinと 一

致 し陰性 であつたが,後 者は明かに陽性℃あつた.結

核群 ではMは 正常人 よ りも低値 を示すが,陽 性は約半

数 に認め られた.

D群=腎 結石症 では44.5mm(30.5～52mrn),50

%が 陽性.尿 管結石症では44.3mm(42～49.5rnm),

80%が 陽性.膀 胱 結石症1例 は30.5mlnで 明かに陽

性 であつた.結 石群では腎結石症 と尿管結石症 とのM

には大差は ないが,前 者ではMinが 後者 よ りも低値

を示す ものがあ るに もかかわ らず,広 範 囲に散在性に

分布す るため,そ の半数が陽性 を示 したが,後 者は正

常範 囲よ りも低値 の方に局在す るため高率に陽性を認

めた.

E群;腎 膿腫では29mm(15～431nm),陽 性率は

100%.水 腎症 では50.5mm(49.5～5L5ヱnm)で 陽

性 な し.特 発性 腎出血,腎 外傷,外 傷性膀胱破裂の

各1例 は夫 々39mm,32mm,411nmで 明かに正常

人 のMinよ りも低 く陽性であつた.し か し膀胱慶燭

・糖尿病,前 立腺炎の各1例 は夫々47mrn ,46.5mrn

で正常人のMinよ りやや高値であ り陰性であつた.

皮膚疾患では32.2mm(23～44mm)で100%の 陽性

率であつた.腎 膿腫 のM,Min,Maxは 全例が全疾

患群 中最低値 であつた ことは特異であ り,ま た逆に水

腎症では正常範 囲の高値 の方 に限局 して分布 し,・正常
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人のMよ りも却つ て高値を示 し・陽 性例 を認 めなかつ

たことも特異であつた。

(iv)波 高比(W2/Wl,Wl/W2)の 成績

(a)W/W1に つ い て

A群 で は腎腫瘍 は1・3(1・2Nl・3)・ 膀 胱 癌 は1・4

(1.3～1.5),前 立 腺癌 は1・4(1・3～1・4)・ 尿管 癌

1例 は1.4,転 移性 畢 丸 肉腫1例 は1・2で あ つた ・

その他 の 胃癌はL3(1・2～1・4)・ 皮 膚癌 は1・4q・3

・v1.4)で あつた.対 照 と比 較 す る と,正 常 人 は1.4

(1,2～1.5)で,'悪 性腫 瘍 群 は 凡 て 正 常 人 の 分 布範 囲

内に分布 してお り,Mは 略 々一 定 値1.3～L4を 示

し,有 意 の差 は認 め られ な かつ た.

B群 では前 立腺 肥 大症 は1.5(1.3～2.0),尿 路 乳

頭腫症は1.4(1.3～1.4)で あ つ た.前 者 のみ は そ の

分布範 囲は広 く且つ 正 常人 のMaxよ りも高値 を示 す

ものが あ り,Mも 正 常 人 よ り高 い.し か し後 者 は正 常

範 囲内にあつた.

C群 では腎 ・膀 胱結 核 は1.4(1.3～1.5),両 側 副 丸

結核一例 は1.4,前 立 腺 結核1例 は1.5で あつ た.

結核 群は凡て正 常 範 囲 内 に分布 してい た.

D群 では腎 結石 症 は1.4(1.3～1.5)ジ 尿 管 結 石 症

は1.4(1.3～1.4),膀 胱 結 石 症1例 は1.3で あつ

た.結 石群 も凡 て正 常範 囲に 分布 し,Mも 同値 を示 し

た.

E群 では 腎膿腫 はL3(1.3～1.3),水 腎 症 は1.5

(1.5～1.5),特 発 性 腎 出血1例 は1.1,腎 外傷1例

は1,3,膀 胱魔 欄 ・糖 尿病1例 は1.2,外 傷 性膀 胱 破

裂1例 は1.4,前 立 腺 炎1例 は,1.4,皮 膚 疾 患 はL3

(1.1～1.3)で あつた.

以上全疾 患群 中前 立 腺 肥 大症 の1例 のみ が 正 常 人 の

Maxよ りも高値2.0を,ま た 特発 性 腎 出血 の1例 と

皮膚疾患の1例 とが 正 常人 のMinよ り も低 値1.1を

示 した,Mで は前 立腺 肥 大 症 と水 腎 症 が正 常 人 よ りも

高値1.5で あつ た.そ の他 の疾 患 で は 凡 て 正 常範 囲

内にあ り,そ の間 に 有意 の差 は 認 め 難 い,

(b)Wl/W2に つ い て

A群 では腎 腫瘍 は0.8(0.7～0.8),膀 胱 癌 は0.7

(0・7-O.8),前 立 腺 癌 は0.8(0.7～0.8),尿 管 癌

1例 はe.7,転 移 性睾 丸 肉腫1例 は0.81で あつ た.そ

の他 胃癌 は0,7(0 .7～0.8),皮 膚 癌 は0.8(O.7～

0・8)で あつた .対 照 ど 比較 す る と,正 常 人 は0,7

(0・7～0.8)で,こ れ ら疾 患 群 の 間 に は 有意 の差 は な

く・凡て正 常範 囲 内 に分布 して い た.

B群 では前 立腺 肥 大 症 は0.7(0.5{O.8),尿 路乳

頭腫痒はO.7(0.7・vO .8)で あ つ た.前 者 の み は 正 常
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人のMinよ りも低値 を示 した ものがあ るが,Mは 同

値 であつた,後 者は正常範 囲にあつた.

C群 では腎 ・膀胱結核は0.7(0.7～0.8),両 側副

畢声結核,前 立腺結核の各1例 共に0.7で あつ た.結

核群は凡て正 常範 囲にあつた.

D群 では 腎結石症 及び尿管 結石症共に0.7(0.7～

0.8),膀 胱結石症1例 は0.8で あつた.結 石群 も凡

て正 常範 囲にあつた.

E群 では腎膿腫 は0。8(0.8～0.8),水 腎症は0.7

(0.7～0.7),腎 外傷1例 は0.8,膀 胱康燭 ・糖尿

病,外 傷性膀胱破裂,前 立腺炎 の各1例 共にO.7,特

発性腎出血1例 は1.0で あつ た.皮 膚 疾 患 は0.8

(0.7～0.9)で あつた.

以上全疾患群中特発性 腎出血1例 が 正常人のMax

よりも高値1.0を,ま た皮膚疾患10例 中1例 のみが

0.9の 高値 を示 した.前 立腺肥大症11例 中1例 のみ が

正 常人のMinO.7よ りも低値0.5を 示 した.そ の

他殆 どの症例は0.7～0.8の 略 々一定値 を示 し正常人

の分布範 囲にあ り,こ れ らの 問 に有意の差は 認め難

い.

(v)変 性 度(W、/1・W、,W/1・W2)の 成 績

(a)第1波 の変 性 度(W1/1・Wエ)に つ い て

A群:腎 腫 瘍 は1.5(1.4～1.6),膀 胱 癌 は1.4

(1.3～1.6),前 立腺 癌1例 は1.5,転 移 性 睾 丸 肉 腫

1例 は1.2,皮 膚 癌1例 は1.3で あ つ た.正 常 人 は

1.6(1.4～1.8)で あ り,算 出 し得 た 上記 の 悪性 腫 瘍

群 は 一 般 に対 照 よ りもや や 低値 に分 布 す る傾 向が み ら

れ るが,殊 に転 移性 睾 丸 肉腫,皮 膚 癌 は 対 照 よ り も明

か に低 値 に あつ た.Mで も対 照 よ り凡 て 低 値 を示 し

た.

B群:前 立 腺 肥 大 症 は1.4(1.0～1.5),尿 路 乳頭

腫 症は1.6(1.5～2.0)で あつ た.前 者 の11例 中3例

は 夫 々1.O,1.3,1.3で 正 常 人 のMinよ りも明 か に

低値 を 示 し,そ のMも 低値 で あつ た.後 者 の3例 中1

例 は 正 常 人 のMaxよ りも明か に 高値2.0を 示 し、

そ のMは 正 常 人 と 同値 で あ つ た 。

C群:腎 ・膀 胱結 核 は1.5(1.4～1.6),前 立腺 結 核

1例 は1.4で あ つ た.結 核 群 は 凡 て正 常 範 囲 に 分 布

す るが,Mは 正 常 人 よ り もや や 低値 で あつ た.

D群=腎 結 石 症 は1.5(1.5Nl.7),尿 管 結 石 症 は

1.5(1.2～1.6)で あ つ た.結 石 群 も殆 どが正 常 範 囲

に 分布 してい るが,後 者 で は5例 中1例 が 正 常 人 よ り

も低値1.2を 示 した.結 石 群 のMは 正 常 人 よ りも僅

か に 低 値 で あ つ た.

E群:腎 膿腫 は1.2(0.9～1.5),水 腎症1例 は
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1.7,特 発性 腎出血,外 傷性 膀 胱破裂 の=各1例 共 に

1.5,膀 胱廉瀾 ・糖 糖病,前 立腺炎の各1例 共 に1.6,

皮膚疾患は1.4(1.2～1.5)で あつた.腎 膿腫4例 中

1例 は正常人 よりも明かに低 く,更 に全疾 患群中最低

値0.9を 示 した.ま た皮膚疾患2例 中1例 も低値1.2

を示 した.

以上,第1波 の変性度を全疾患についてみる と,そ

の殆 どカミ正常範 囲に分布 し,こ れ らの間には有意 の差

は認め難い.し か し前立腺肥大症では3例,尿 管結 石

症,腎 膿 腫,皮 膚疾患の各1例 が明かに正常人 よ りも

低 値 を示 し,腎 膿腫 の1例 は全疾患中最低値を示 し

た.ま た尿路乳頭腫症 中1例 は正常人 よりも明かに高

値 で且つ全疾患中最高値を示 した.

(b)第2波 の変性 度(W2/1・W2)に ついて

A群:腎 腫瘍 は1.5(1.3～1.7),膀 胱癌 は1.7

(1.5～L9),前 立腺癌,転 移性畢丸肉腫 の各1例 は

共 に1.6,皮 膚癌 は1.3で あつた.正 常人は1.8

(1.3～2.0)で あ り,悪 性腫瘍群凡て対 照の正常範 囲

内に 分布 しているが,そ のMも 対照 よ り低値 であつ

た.

B群:前 立腺肥 大症はL6(1.3～1.8),尿 路乳頭

腫症は1.8(1.5～2.0)で あつた.良 性腫瘍群 も凡て

正常範囲に分布 しているが,前 者のMは 対 照よ りやや

低値で,後 者は対照 と同値 であつた.

C群:腎 ・膀胱結核は1.7(1.6～1,9),前 立腺結核

は1.7で あつた.結 核群 も凡て対照の正常範 囲内に分

布 し,そ のMは 対照 よ り僅 かに低値であつた.

D群:腎 結石症 は1.7(1.5～1.9),尿 管結石 症は

1.7(1.6～1.9)で あつた,結 石 群も対照の正常範 囲

内に分布 し,そ のMは 対照 よ りも僅かに 低値 であつ

た.

E群:腎 膿腫は1,3(0.9～1,7),水 腎症は2.0,

特発性腎 出血は1.3,膀 胱魔瀾 ・糖尿病 は1.8,外 傷

性膀胱破 裂は1.7,前 立腺 炎は1.8,皮 膚疾患は1.3

(1.1～1.5)で あつた.E群 では 腎膿腫例 中1例 は

0.9で 正常人 よ りも明かに低値で且つ全疾患中最低値

を示 し,次 いで皮膚疾患中1例 が1.1の 低値 を示 し

たに過 ぎない.そ の他 の疾患は凡て対照 の正常範囲に

分布 していた.

以上,第2波 の変性度を全疾患についてみ ると,水

腎症1例 と尿路乳頭腫症 の1例 だけが 正常人のMax

2,0と 同値を示 し且つ全疾患中最高値 であつた.腎 膿

腫の1例 が正常人のMinよ りも明か に低値o.9を 示

し且つ全疾 患中最低値 霊あつた.こ れ らの症例 を除 く

凡ては対 照の正常範囲内に分布 し,一 般に これ らの間

には有意の差は認め難い.

(小 括)

血 清を苛性 加里 によつて変性処理 した後にポーラロ

グラフ蛋 白二重波 を測定す る第 皿法の成績を以上に述

べたが,こ の方法はBrdiEkaに よつて最初に癌の鑑

別診断法 として報告 された ものであ る.第1法 に比較

す ると,第 皿法 では正常人 と癌患者 との間に明かな差

異が認め られ,癌 の陽性率は上昇す るが癌 にのみ特異

的な ものではない.第 ∬法 の成績を泌尿生殖器系疾患

について総括 的に要約す ると次の如 くである.

(1)第1波 の平均値 を各疾 患別(第3表)に 観察す

る と,悪 性腫瘍群では凡て正常人の40.3mmよ りも

低値 で陽性傾 向にあ る.良 性腫瘍群では前立腺肥大症

は対 照 よりも低値であ り,陽 性傾 向にあるが,尿 路乳

頭腫症は40.7mrnで 対照 よりも高値で陰性傾向にあ

る.結 核群 では凡て対照 よ り低値で陽性傾 向にある.

結石群で も凡て陽性傾 向を示 している.炎 症その他の

疾患群では水腎症のみが41mmで 全疾患群中最高値

であ り,他 の凡ては陽性傾 向にあつ た.こ れを各疾患

群別(第4表)に 観 察す ると,各 疾患群共に凡て正常

人よ りも明か に低 値 であ り,正>B>C=E>A>

Dの 順 に低 く陽性 傾 向を示 してい る.各 疾患別に陽性

率(第5表)を 観 察する と,全 疾患群中前立腺癌,腎

膿腫が夫 々80%で 最 も高 率であ り,次 いで膀胱癌(70

%),前 立腺肥大症(64%)尿 管結石症(60%),腎

腫瘍(50%)の 疾患が50%以 上の陽性率を示 した.こ

れを疾患群 別にみ ると悪性腫瘍 群で大体66.6%,次 い

で結石群(約50%),良 性腫瘍群(約48.5%),結 核

群(約40%)で あつ た.第1波 の陽性率は悪性腫瘍群

で もその発生部位 の臓器 によつて可成 りの差異がみら

れ,そ の他良性腫瘍群,結 核群,結 石 群では約50%前

後 の陽性率がみ られた.炎 症そ の他の疾患群では腎膿

腫 のみが可成 り高率であつ た.

② 第2波 の平均値 を各疾届捌(第3表)に 観察す

ると,悪 性腫瘍群は凡て正常人の56.5mmよ りも低

値 で 明 か に陽性傾向を示 していた.良 性腫瘍群でば

前 立腺肥 大症は対 照よ り低値で陽性傾 向に.あるが,尿

路乳頭腫 症は56.7mmで 対照 よりも僅かに高値で陰

性傾 向にあつた.結 核群 では凡て対照 より低値で陽性

傾 向にあつた.結 石群で も凡 て陽性傾 向を示 した.炎

症 その他 の疾患群では水腎症のみは60mmで 対照よ

りも高値で あ り,全 疾患群中最高値を示 したが・他の

凡ては陽性傾 向を 示 した.こ れ を 各疾患群別(第4

表)に 観察す ると,各 疾患群共 に正常人 よりも低値で

あ り,正 〉・B>C>E>A>Dの 順 に低 く・陽性傾向

を示 している.各 疾患別 に陽性率(第5表)を 観察す
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ると,全疾患群中腎腫瘍 ・ 腎膿腫 が夫 々100%の 陽性

率を示 した,次 いで前立腺癌及び尿管結石症(80%)・

膀胱癌(70%),前 立腺肥大症(64%)・ 腎 ・膀胱結核

及び腎結石症(50%)の 順に高率であつた・ これ を疾

患群別にみると・悪 性腫瘍 群(約83%)・ 結石 群(約

65%),結 核群(約50%),良 性 腫瘍群(約48.5%)

であった.以 上の如 く,悪 性腫瘍群の陽性率は 明かに

高 く,第1波 の成績 よりも陽性率は増大 してい る・ し

か し腎膿腫 も第2波 の陽性率は増大 し・腎腫瘍 と同様

に100%の 陽性率であ り,尿 管結石症は80%で 可成 り

の高率を示 してお り,従 つて第2波 において も癌 にの

み特異的なものとは考え られ ないが ・陽性率は第1波

の場合 よりも高率に認め られた.

(3)中 間値の平均値を各疾患別(第3表)に 観察す

ると,悪 性腫瘍群では凡 て正常 人の48,4mmよ りも

明か に 低値で陽性傾 向にあつ た.良 性腫瘍群で も凡

て対照 よりも低値で陽性傾 向を示 した.結 核 群 も凡 て

陽性傾向にあつた.結 石群 も同様に 明かに 陽性傾 向

を示 した.炎 症 その他の疾患群では水腎症 のみが50.5

mmで 対照 よりも高値であ り陰性傾 向を 示 したが,

他の凡ては陽性傾向を示 した.従 つて全疾患群中水腎

症のみが対照よりも高値 を示 した.

これを疾患群別(第4表)に 観察す ると,各 疾 患群

共に凡て正常人 よりも明かに低値で あ り,正>B>C

>E>A>Dの 順に低 く,陽 性傾 向を示 してい る.各

疾患別にその陽性率(第5表)を 観察する と,悪 性腫

瘍群では腎腫瘍(83%),前 立腺癌(80%),膀 胱癌

(70%)で,尿 管癌,転 移性睾丸 肉腫 の各1例 も陽性

であつた.腎 膿腫は全疾患群中唯一一つ100%の 陽性率

であつた.次 いで尿管結石症(80%),前 立腺肥大症

(64%),・ 腎 ・膀胱結核及び腎結石 症(50%)の 順 に

高率であつた.こ れ を疾患群別にみ ると,悪 性腫瘍群

(約78%).結 石群(約65%),結 核群(約50%),

良性腫瘍群(約48.5%)で あ る.中 間値 につ いても悪

性腫瘍群の陽性率は高 いが,腎 膿腫 では更 に高い陽性

率を示した.第2波 の成績に次いで中間値 の陽性率が

高 く,第1波 の成績が最 も低率を示 した.従 つて第il

法においては第1法 と異な り,第2波 及 び中間値 の測

定が臨床的に有意義 と考 えられ る.

(4)波 高比Ww/W1,W1/W2の 平均値 を第3,4表

について 観察す ると,全 疾患群中 特発性 腎出血 のみ

がW2/W1(1.1)で 対照 よ りも明かに低値 であ り,

Wl/W2(■0)で 対照 よりも高値を示 したが,そ の他

の全疾患はW2/W1,W1/W2共 に正常範囲に分布 し,

対照との間に有意の差 を認 めなかつた.

㈲ 第1波 の変性度 の平均値を各疾息別(第3表)
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に観察す ると,全 疾患中腎膿腫のみが正常人の最低値

(1.4)よ りも低値(1.2)で あつた.そ の他の全疾 患

は汎 て正常範囲に分布 し,対 照 との間に有意 の差は認

め難い.

第2波 の変性度 の平均値 について も,全 疾 患共に正

常範囲にあ り,対 照 との間に有意の差はない.従 つて

波 高比,変 性度については臨床的に癌鑑別 診断上の意

議 は認め難い.

IV総 括及び考案

以 上,泌 尿 生 殖 器 系 の各 種 疾 患 に つ い て,ポ

ー ラ ログ ラフ血 清 反 応 に よる癌 鑑 別 診 断 的 価値

とそ の各 疾 患 時 の動 態 を検 討 す るた め に,生 血

清 反 応(第1法)及 び 苛 性 加里 変 性 血 清 反 応

(第ll法)に よつ てi蛋白 波 の測 定 を行 な い,そ

の成 績 に つ い て述 べ た.こ れ を従 来 の諸 家 の報

告 と比 較 す る と,第1法 で は そ の陽 性 率 は低

く,腎 腫 瘍,膀 胱 癌,前 立 腺 肥 大 症,腎 結 石症

等 で20%前 後 の陽 性 率 しか 認 め られ ず,癌 診 断

的価 値 はBrdi6kaも 述 べ て い る 如 く 認 め 難

い.第 皿法 に お い ては 癌 患 者 血 清 は 正 常 人 血 清

に 比べ て,そ の蛋 白波 の波 高 は著 明 に低 し,癌

診 断 的 価 値 は可 成 有 効 で あ る.即 ち第2波 の波

高 に つ い て み れ ぽ,腎 腫 瘍(100%),前 立 腺 癌

(80%),朕 胱 癌(70%),尿 管 癌 及 び転 移 性 睾

丸 肉 腫 の各1例 も明 か に陽 性 で,こ れ らを平 均

す る と略 々83.%以 上 に 陽性 が認 め られ た.し か

し乍 ら腎膿 腫(100%),尿 管 結 石 症(80%),前

立 腺 肥 大 症(64%),腎 ・膀 胱 結 核 及 び 腎結 石

症(509/。)で あ り,癌 特 異 性 を 認 め る こ とは 出

来 な い.片 村 の報 告23)に よれ ば,1腎 腫 瘍(100

%),膀 胱 癌(8996),前 立 腺 癌(50%)で,こ

れ を 平均 す る と略 々79.696と な り,泌 尿 生 殖 器

系 の 悪 性 腫 瘍 の陽 性 率 は 著 者 の成 績 は 片 村 よ り

や や 高 率 で あ る.以 下 悪 性 腫 瘍 を除 く疾 患 に つ

い て 片 村 の 成 績 と 対 比 す れ ば,前 立 腺 肥 大 症

100%(64%,以 下 括 孤 内 は 著 者 の 成 績),膀 胱

乳 頭 腫 症1CO%(3396),腎 結核7Q%(50%),

副畢 丸 結 核20%(陰 性),腎 結 石 症90%(50

%),尿 管 結 石 症5(1%(80%),両 側 腎 一尿管 結

石 症50%,膀 胱 結 石 症70%(陽 性),腎 膿 腫

(10σ%)で,こ れ ら を 平 均 す る と 約69.50/o

(69.6%)と な り,個 々 の疾 患 に よつ て そ の 陽
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性率には可成 の相異がみられるが,そ れ らの平

均値は両者共に略々一致 している.片 村や著者

の成績でもみられる如 く,悪 性腫瘍を除 く疾患

でも,片 村の成績では 膀胱乳頭腫症,腎 結石

症,前 立腺肥大症,腎 結核等は前立腺癌(50%)

を上回る陽性率を示 しているが,著 者の成績で

は腎膿腫,尿 管結石症が膀胱癌(70%)を 上回

つているに過ぎない.そ の他の疾患は一般に悪

性腫瘍群よりも低率であつた.

第1波 及び中間値については他の報告がみら

れないので比較出来ないが,著 者の成績では第

2波 の陽性率に次いで中間値の陽性率が高い.

従つて第9法 においては第2波 の波高の測定が

最 も有効であると考える.

V結 論

泌尿生殖器系の各種疾患109例 について,ポ

ーラPグ ラフ蛋白波の波高を第1法 ,第fl法 に

よつて測定し,第1波,第2波,中 間値,波 高

比,変 性度の成績について比較検討し下記の結

集を得た.

1)第1法 の第1波,第2波,申 間値の測定

による陽性率は,悪 性腫瘍群,良 性腫瘍群,非

腫瘍性疾患群i共に低率であつて,癌 診断的価値

は認め難 く,こ れら疾患群の間に有意の差はな

い.

2)第1法 における波高比W・/W、,W・/W,

の両者は各疾患群共に正常範囲に分布し,対 照

との間に有意の差はな く,本 法のみにては臨床

的意義は認め難い.

3)第E法 においては,陽 性率は第2波 によ

る判定が最 も高率で,次 いで中間値であり,第

1波 の陽性率は最も低率であり,臨 床的価値は

可成 り有効であるが,本 反応は癌診断法 として

は非特異反応である.ま た悪性腫瘍群において

もその発生臓器によつて,陽 性率にも可成 りの

変動がみ られ,泌 尿生殖器系の悪性腫瘍群で約

83%の 陽性率を認めた.し かし腎膿腫,尿 管結

石症等の非腫瘍性疾患でも同様の陽性率を示 し

たが,そ の他の非腫瘍性疾患群及び良性腫瘍群

は一般に悪性腫瘍群 よりも低率であつた.

4)第ll法 の波高比では,特 発性腎出血(1

例)の み がW2/W1は1.1で 対照 よりも明ら

かに低値であ り,W,/W2は1.0で 対照よりも

高値を示したが,症 例数が少ないため臨床的意

義を論ずることは困難である.そ の他の全疾患

はW2/W、,W、/W,共 に正常範囲に分布 し,対

照 との間に有意の差はなく,臨 床的に診断上の

意義は認め難い.

5)第 ∬法における第1波,第2波 の変性度

は共に正常範囲に分布 し,対 照 との間に有意の

差はない.従 つて臨床的に診断上の意義は認め

難い.

稿を終 るに臨み終始御懇篤な る御指導御校閲を賜つ

た恩師加藤 篤二教 授に衷心 よ り感謝す ると共に,ポ ー

ラβグラフ的研究 に際 し終始御 懇篤な御指導御校閲を

賜つた広 島大学理学部分析化学教室品川睦明教授に,

また種 々の御教示,御 援助 を頂いた同教室松尾博理学

博士,根 津弘幸理学修 士に謹んで 感謝 の意を 表 しま

す.

尚本研究は文部省科学研究費の補助 によるもので,

附記 して謝意 を表す る.

(本論文 の要 旨は第47回 日本 泌尿器科学総 会,第11回

広島医学総 会において発表 した.)
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